
▶ どう変わるの？

四種混合
（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ）

第１期初回：３回 追加：１回

ヒブ（インフルエンザ菌b型）

初回：３回 追加：１回

※接種開始の月齢によって回数が変わる

五種混合
（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ・ヒブ）

第１期初回：３回 追加：１回

★今まで2種類で受けていたワクチン

が1つになったことで、接種するワ
クチンの数が減ります！

★接種開始月齢で回数が変わりません。

《 五種混合ワクチンの注意事項 》

◎ 五種混合を接種できるのは、四種混合とヒブを未接種の方に限ります。

◎ すでに四種混合とヒブで接種を開始している方は、そのまま四種混合
とヒブで全部の接種を受けてください。（交互接種はできません。）

◎ 『四種混合+ヒブ』と『五種混合』で予防接種の効果が変わることはあり
ません。

◎ 五種混合の接種方法は、今までの「皮下接種」に加えて「筋肉内接種」が可能になりま
す。 （どちらを選択するかは医師の判断となります。）

4月以降に生後2か月を迎える方へ

4月1日
から

小児用肺炎球菌13価ワクチン
（プレベナー）

小児用肺炎球菌１５価ワクチン
（バクニュバンス）4月1日

から

《 小児用肺炎球菌ワクチン（１５価）の注意事項 》

★ 対象年齢・接種回数・接種間隔・接種量などは、現在の13価ワクチンと
変わりません。

★ 13価ワクチンで接種を開始した方でも、15価ワクチンに切り替えての
接種が可能です。（4月1日以降は、基本は15価ワクチンでの接種となります。）

★ 接種方法の変更点として、今までの「皮下接種」に加えて「筋肉内接種」が可能になり
ます。 （どちらを選択するかは医師の判断となります。）

★今までより多い肺炎球菌の型に対応
しているため、より高い予防効果が
期待できます。



▶ 接種スケジュール

生後2か月 約生後3か月 約生後4か月

２０日以上あける
（標準：20～56日）

１回目

接種は7歳6か月まで

２回目

約1歳4か月

３回目 ４回目

６か月以上あける
（標準：6か月～18か月）

２０日以上あける
（標準：20～56日）

★ 五種混合ワクチンには阪大微研製の「ゴービック」とKMバイオロジクス社製の「クイ
ントバック」の２種類のワクチンがありますが、原則として同一のワクチンで接種を
進めてください。

Q.四種混合＋ヒブと五種混合、どちらを受けるのがよいのですか？

A.接種するワクチンが減るという利点はありますが、基本的に予防接種の効果に違いはありま
せんので、4月1日以降に最初の接種を行う場合は基本的に五種混合ワクチンを接種するよう
にしてください。（医療機関の在庫がないなど、やむを得ない場合は四種混合+ヒブでの接種
も可能です。その場合は、すべての接種を四種混合+ヒブで受けるようにしてください。途中で
五種混合に切り替えることはできません。）

Q.小児用肺炎球菌ワクチンを13価で接種しました。残りの接種を15価で受けてもよいですか？

A.薬事審査において、１３価から１５価に切り替えて接種した場合の有効性・安全性は認められて
います。なお、途中で１５価を接種した場合は、残りの回数も１５価で接種を行ってください。

❁予防接種に関するご不明点は、お気軽にお問い合わせください❁

問合せ先：須賀川市健康づくり課 ☎0248-88-8122
HPは
こちら

▶ 五種混合ワクチン予防接種の実施概要

対象年齢 生後2か月～5歳未満 ※１３価ワクチンと変更ありません

実施場所 市指定医療機関（4月以降に市公式ホームページに掲載します）

必要なもの

・母子健康手帳
・小児用肺炎球菌ワクチン予防接種予診票（予診票セットの中に入っています）
※予診票を紛失したときは、再交付の手続きが必要です。
母子健康手帳を必ずお持ちのうえ、担当課窓口までお越しください。

▶ 小児用肺炎球菌ワクチン（１５価）予防接種の実施概要

対象年齢 生後2か月～7歳6か月未満で、四種混合・ヒブを未接種の方

実施場所 市指定医療機関（4月以降に市公式ホームページに掲載します）

必要なもの

・母子健康手帳
・五種混合予防接種予診票（予診票セットの中に入っています）
※予診票を紛失したときは、再交付の手続きが必要です。
母子健康手帳を必ずお持ちのうえ、担当課窓口までお越しください。

▶ 4月からの変更点に関するQ＆A

※ 接種スケジュール（接種間隔）については、13価ワクチンと変更ありません。


